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旭化成株式会社は、2023年5月から生成AIの本格的な導入を開始し、2024年12月時点で材料開発と
製造工程の変革において顕著な成果を上げている。同社の生成AI活用は、単なる業務効率化の域を超
え、企業競争力の強化や技術伝承の課題解決という戦略的次元にまで発展している。特に注目すべき
は、過去の研究データと人的ノウハウをデジタル資産として再定義し、AIによる解析を通じて新たな
価値創造に結びつけるアプローチである。本報告では、化学メーカーとしての核心業務である材料開
発プロセスの革新、製造現場の知見継承システムの再構築、組織的なAI導入戦略の三層構造で分析を
進める。 
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従来の材料開発における新規用途探索は、専門研究者の文献調査と実験的検証に依存する人的集約型
プロセスであった。旭化成が導入した生成AIシステムは、このプロセスを根本から変革している[1] 
[2] [3] 。同社が開発した二段階AIアーキテクチャ（用途自動抽出AI＋有望候補選別生成AI）は、過去 
50年間に蓄積された研究論文、特許情報、市場分析データを横断的に解析する。具体的には、自然言
語処理技術を応用した文献マイニングシステムが6000以上の潜在用途候補を自動生成し、続いて生
成AIが市場性・技術実現性・競合優位性の観点から優先順位付けを行う[1] [2] [3] 。 

この統合システムにより、ある高分子材料の用途探索では従来40%の時間短縮を達成[1] [2] [3] 。更に
重要なのは、人間の研究者が想起し得ない跨分野的応用可能性を提示する点にある。例えば、自動車
部品向けに開発された耐熱樹脂が、生成AIの提案により医療用インプラント材料として再評価された
事例が報告されている[1] [2] [3] 。このような異分野間の技術転用は、従来の専門領域に縛られた人間
の思考パターンを超越するAIの特性を最大限に活かした成果と言える。 

 

生成AIを活用した分子設計支援システムでは、量子化学計算と機械学習を融合させたハイブリッドア
プローチを採用している[2] [3] 。既存の分子動力学シミュレーションデータを深層学習モデルに学習 
させることで、新規化合物の物性値を従来比80%の精度で予測可能となった[2] [3] 。この技術的進歩
は、実験回数の大幅削減（推定30-40%）に直結し、開発期間の短縮とコスト効率の向上に寄与して
いる[1] [2] [3] 。 

特に注目すべきは、生成AIが提案する分子構造の「創造性」である。従来のAIモデルが既知の化学構
造の組み合わせに留まっていたのに対し、旭化成のシステムは生物模倣デザインや自然界に存在しな
い新奇構造の提案能力を備えている[1] [2] [3] 。この技術的ブレークスルーは、材料科学の分野で長年
課題とされてきたバイオミメティック材料の開発加速に貢献すると期待される。 
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熟練技術者の暗黙知の形式知化は、製造業における普遍的な課題である。旭化成が開発した危険予知
生成AIシステムは、過去40年間の事故報告書、設備稼働データ、作業員インタビュー記録を学習デー
タとして構築されている[1] [2] [3] 。このシステムは自然災害時のリスク対応から日常的な機械操作の
注意点まで、多層的な危険要因を総合的に評価する。 

具体的な運用プロセスでは、作業計画入力後10分以内に平均50件の潜在リスクを抽出し、優先度順に
ランク付けする[1] [2] [3] 。2024年度の導入実績では、新人作業員の危険予知精度が従来比300%向上 
し、ニアミス発生率を55%低減することに成功している[1] [2] [3] 。更に、AIが提案する対策案の40%
が従来のマニュアルに記載のない新規対応策であった点は、システムの付加価値を如実に物語ってい
る [1] [2] [3] 。 

 

今後の展開として注目されるのが、画像認識と音声分析を統合した次世代危険予知システムである[1] 
[2] [3] 。作業員の体動解析カメラと工具の動作音センサーを組み合わせることで、AIが人間の注意力 
分散や疲労度をリアルタイムに検知する仕組みを開発中である[1] [2] [3] 。例えば、溶接作業中の手の
震えパターンや呼吸リズムの変化から、集中力低下を予兆検知するアルゴリズムの実用化が2025年
度中に計画されている[1] [2] [3] 。 
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旭化成のAI戦略の特徴は、汎用AIツールと独自開発システムの棲み分けにある[1] [2] [3] 。個人レベル 
ではMicrosoft 365 Copilotを活用した文書作成効率化を推進しつつ、組織レベルでは自社開発の専用 
AIプラットフォームを運用する二重構造を確立している[1] [2] [3] 。このアプローチにより、短期間で 
の生産性向上（月間2157時間の業務削減）と中長期的な競争力強化を両立させている[1] [2] [3] 。 

教育面では、「旭化成DXオープンバッジ」プログラム内に生成AI専門コースを設置[1] [2] [3] 。日本マ
イクロソフトとの連携による認定制度では、基礎的なプロンプトエンジニアリングから自社システム
のAPI連携技術までを段階的に習得できるカリキュラムを構築している[1] [2] [3] 。2024年度末までに
全従業員の60%が基本認定を取得する目標を掲げており、人的リソースのデジタル転換を急ピッチで
進めている[1] [2] [3] 。 

 

生成AI導入における最大の課題は、化学業界特有の専門用語と学術知識の正確な反映である[1] [2] 
[3] 。旭化成の言語解析ユニットは、自社の特許文書や研究論文を教師データとした専門分野特化型 
LLM（Large Language Model）を開発[1] [2] [3] 。これにより、一般的な生成AIでは30%程度だった 
化学反応式の正確生成率を95%以上に向上させることに成功している[1] [2] [3] 。更に、材料特性デー
タと文献情報を紐付けるナレッジグラフ技術の導入で、AIの推論プロセスの透明性向上を図っている 

[1] [2] [3] 。 



今後の戦略的展開として注目されるのは、サプライチェーン全体を視野に入れたAI協業ネットワーク
の構想である[1] [2] [3] 。2026年度を目処に、主要取引先との間で材料特性データと需要予測情報を安 
全に共有するブロックチェーン基盤の実証実験を計画している[1] [2] [3] 。これが実現すれば、従来の 
受注生産モデルからAI予測に基づく需要創造型ビジネスへの転換が可能となる[1] [2] [3] 。 
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生成AIの導入により、材料開発競争の軸が「発見速度」から「応用可能性の探索効率」へとシフトし
つつある[1] [2] [3] 。旭化成の事例が示すように、AIを活用した用途開拓は単なる効率化ツールを超 
え、企業のイノベーション能力そのものを再定義する可能性を秘めている[1] [2] [3] 。特に、異分野技
術の組み合わせ提案能力は、従来の研究開発組織では達成困難な次元のイノベーションを生み出す原
動力となり得る[1] [2] [3] 。 

 

生成AIを中核としたオープンイノベーションプラットフォームの構想は、化学産業のビジネスモデル
変革を予感させる[1] [2] [3] 。競合他社との技術協業や学術機関との共同研究において、AIが生成する 
中立性の高い分析結果は、これまで不可能だった新しい連携形態を可能にする[1] [2] [3] 。例えば、異
業種間での材料転用可能性をAIが客観的に提示することで、従来の業界の垣根を越えた技術融合が加
速する可能性がある[1] [2] [3] 。 

 

旭化成の生成AI活用事例は、伝統的な製造業がデジタル技術を中核に据えて変革する際の成功モデル
を示している。重要なのは、AI導入を単なるツール活用ではなく、企業の知識資産管理システム全体
の再構築として位置付けている点である[1] [2] [3] 。今後の発展課題としては、AIが生成する知見の知 
的財産権管理、倫理的ガバナンスの確立、人的資源の継続的再教育が挙げられる[1] [2] [3] 。化学産業
全体が生成AI時代の新たな競争原理を構築する中で、旭化成の取り組みは業界のロードマップとして
注目に値する。 

⁂ 

 
1. https://monoist.itmedia.co.jp/mn/articles/2412/10/news074.html 

2. https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000168.000079452.html 

3. https://monoist.itmedia.co.jp/mn/articles/2412/10/news074.html 
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